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【先週の動き／今週の展望】

安、今週は

ジャカルタ総合指数は

ぼ横ばい。週前半は

ースで過去最高値を更新した反動などで軟調だったが、後半の

上昇が週の下げ幅を縮めた。
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き起こすとの懸念から価格が上昇したことを受けてエネルギ

ー株が買われた。

がりし、指数は場中に一時

内のイベントが少ない中、勢いを維持できるか注目される。
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